
JP 2006-345034 A5 2010.2.25

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成22年2月25日(2010.2.25)

【公開番号】特開2006-345034(P2006-345034A)
【公開日】平成18年12月21日(2006.12.21)
【年通号数】公開・登録公報2006-050
【出願番号】特願2005-166597(P2005-166597)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   1/00     (2006.01)
   Ｂ６５Ｈ  31/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   1/00    　　　Ｄ
   Ｂ６５Ｈ  31/00    　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｇ  15/00    ５５０　

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月7日(2010.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上部に記録材排出トレイを有するとともに拡張装置を上部に取り付け可能に構成された
画像形成装置の上部に、前記記録材排出トレイとの間に所定の空隙を形成するように設置
される画像読取装置であって、
　下部に一体的に設けられた脚部によって、前記記録材排出トレイとの間に前記所定の空
隙を形成して前記画像形成装置の上部に支持されるように構成されるとともに、
　前記脚部に、前記画像形成装置の上部に前記拡張装置を取り付けたときに、画像読取装
置と前記拡張装置との干渉を回避するための凹部が設けられたことを特徴とする画像読取
装置。
【請求項２】
　前記凹部は、該画像読取装置の運搬用の手掛かりを兼ねることを特徴とする請求項１に
記載の画像読取装置。
【請求項３】
　前記拡張装置は、画像が形成された記録材の画像形成面の裏側に再度画像を形成させる
ために記録材の表裏を反転させる記録材反転装置であることを特徴とする請求項１または
２に記載の画像読取装置。
【請求項４】
　上部に記録材排出トレイを有する画像形成装置であって、
　前記記録材排出トレイに排出された記録材を積載するための空隙を設けて、請求項１乃
至３の何れか１項に記載の画像読取装置を、上部に設置可能であることを特徴とする画像
形成装置。
【請求項５】
　該画像形成装置の上部であって前記画像読取装置の凹部の位置する場所に、拡張装置を
取り付けるための接続部を有することを特徴とする請求項４に記載の画像形成装置。
【請求項６】
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　該画像形成装置の外装カバーの一部を兼ねる保護カバーを有し、
　該保護カバーは、
　前記接続部を覆い、
　該画像形成装置に対して着脱自在であることを特徴とする請求項５に記載の画像形成装
置。
【請求項７】
　前記保護カバーをはずした状態で、残った外装カバーの端面が、前記拡張装置の着脱案
内ガイドを兼ねることを特徴とする請求項６に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記保護カバーは、前記画像読取装置が設置された状態においても、前記凹部から該画
像形成装置に対して着脱自在であることを特徴とする請求項６または７に記載の画像形成
装置。
【請求項９】
　前記拡張装置は、画像が形成された記録材の画像形成面の裏側に再度画像を形成させる
ために記録材の表裏を反転させる記録材反転装置であることを特徴とする請求項４乃至８
の何れか１項に記載の画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明にかかる画像読取装置は、上部に記録材排出トレイ
を有するとともに拡張装置を上部に取り付け可能に構成された画像形成装置の上部に、前
記記録材排出トレイとの間に所定の空隙を形成するように設置される画像読取装置であっ
て、下部に一体的に設けられた脚部によって、前記記録材排出トレイとの間に前記所定の
空隙を形成して前記画像形成装置の上部に支持されるように構成されるとともに、前記脚
部に、前記画像形成装置の上部に前記拡張装置を取り付けたときに、画像読取装置と前記
拡張装置との干渉を回避するための凹部が設けられたことを特徴とする。
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